
義人堂（高崎市江木町）

義人堂内部（同上）

は
じ
め
に

　
江
戸
時
代
の
農
村
を
研
究
し
て
い
る
と
、
あ
る
矛
盾
に
つ
き
あ
た
る
。
そ
れ
は
経
済
的
に
追
い
込
ま
れ
て
厳
し

い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
農
民
像
と
、
村
落
に
お
い
て
高
度
な
知
識
と
豊
か
な
文
化
を
示
す
史
料
の
存
在
で
あ

る
。
前
者
を
象
徴
す
る
出
来
事
が
災
害
・
飢
饉
・
百
姓
一
揆
で
あ
り
、
後
者
を
代
表
す
る
も
の
が
各
地
に
開
か
れ

た
寺
子
屋
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
大
量
の
文
書
・
書
物
と
、
建
立
さ
れ
た
多
く
の
石
造
物
で
あ
ろ
う
。

　
青
木
虹
二
『
百
姓
一
揆
総
合
年
表
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
五
）
に
よ
れ
ば
、
天
正
一
八
年
～
慶
応
三
年
（
一

五
九
〇
～
一
八
六
七
）
ま
で
の
百
姓
一
揆
は
、
全
国
で
三
二
一
二
件
以
上
、
都
市
騒そ
う

擾じ
ょ
う（

打
ち
こ
わ
し
）・
村
方

騒
動
な
ど
の
諸
騒
動
を
含
め
る
と
七
五
六
三
件
に
達
す
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
（
群
馬
県
）
の
一
揆
は
七

五
件
で
、
諸
騒
動
を
含
め
る
と
そ
の
総
数
は
一
八
〇
件
と
な
る
（
全
国
第
一
二
位
、
第
一
位
は
信
濃
国
の
六
一
五

件
）。
明
治
初
期
の
上
野
国
に
は
二
五
町
、
二
宿
、
一
二
二
五
村
が
存
在
し
た
が
（『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』、
一
部

現
在
の
栃
木
県
足
利
市
域
を
含
む
）、
百
姓
一
揆
は
一
件
当
た
り
数
十
か
村
が
参
加
す
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
上

野
国
に
お
け
る
発
生
頻
度
の
地
域
性
の
傾
向
を
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
一
方
、
安
丸
良
夫
は
、
柳
田
国
男
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』（
刀
江
書
院
、
一
九
三
五
）
に
お
い
て
、
百
姓
一

揆
は
「
徳
川
三
百
年
の
間
に
一
度
し
か
起
ら
ず
、
村
に
よ
っ
て
は
ま
る
ま
る
起
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
視
点
を
紹



介
し
て
い
る
（『
一
揆
・
監
獄
・
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
）。
し
か
し
同
書
で
安
丸
は
再
び
柳

田
を
引
用
し
て
、
一
揆
は
「
多
数
民
庶
の
横
列
対
等
の
交
通
」（
柳
田
国
男
『
都
市
と
農
村
』
朝
日
新
聞
社
、
一

九
二
九
）
の
証
拠
で
あ
り
、
限
定
地
域
の
出
来
事
で
あ
っ
て
も
「
近
世
社
会
の
構
造
を
日
常
態
よ
り
も
い
っ
そ
う

深
い
次
元
か
ら
照
ら
し
だ
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
し
て
い
る
（
安
丸
前
掲
書
）。

　
江
戸
時
代
の
百
姓
一
揆
に
関
し
て
は
、
明
治
維
新
後
に
福
沢
諭
吉
が
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
で
佐
倉
宗
五
郎
に
つ

い
て
論
じ
、
小
室
信
介
が
『
東
洋
民
権
百
家
傳
』
で
全
国
の
代
表
的
な
百
姓
一
揆
を
紹
介
し
、
そ
の
後
、
膨
大
で

優
れ
た
研
究
が
成
さ
れ
た
。
そ
の
一
端
さ
え
こ
こ
で
は
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
敢
え
て
あ
げ
る
な
ら
ば

そ
の
運
動
構
造
と
意
識
構
造
に
つ
い
て
理
論
化
し
た
深
谷
克
己
『
百
姓
一
揆
の
歴
史
的
構
造
』（
校
倉
書
房
、
一

九
七
九
）、
研
究
史
や
史
料
論
を
ま
と
め
た
青
木
美
智
男
『
百
姓
一
揆
の
時
代
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
）
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
。

　
ま
た
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
や
民
衆
自
治
に
焦
点
を
当
て
た
伊
藤
忠
士
『「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
近
世
社
会
』

（
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
）、
全
藩
一
揆
や
一
揆
の
作
法
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
保
坂
智
『
百
姓
一
揆
と

そ
の
作
法
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）、
さ
ら
に
保
坂
智
他
編
『
民
衆
運
動
史
（
全
五
巻
）』（
青
木
書
店
、
二

〇
〇
〇
）
は
、
多
様
な
一
揆
研
究
の
論
説
集
で
あ
り
興
味
深
い
。
近
年
で
は
若
尾
政
希
『
百
姓
一
揆
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
一
八
）
が
、
一
揆
物
語
を
題
材
に
江
戸
時
代
の
政
治
常
識
（
仁
政
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
を
考
察
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
村
落
の
文
化
に
つ
い
て
は
高
橋
敏
『
日
本
民
衆
教
育
史
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
七
八
）
は
農

民
の
経
済
活
動
に
よ
る
「
余
力
学
問
」
か
ら
文
化
の
享
受
が
生
ま
れ
た
と
し
た
。
さ
ら
に
杉
仁
『
近
世
の
地
域
と

在
村
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
）
は
、
文
人
（
農
商
人
）
に
よ
る
経
済
圏
・
市
場
と
「
在
村
文
化
」
の

交
流
に
は
密
接
な
関
り
が
あ
る
と
し
た
。

　
こ
の
農
村
を
め
ぐ
る
経
済
と
文
化
の
問
題
は
、
江
戸
時
代
の
百
姓
一
揆
を
考
え
る
と
き
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
た

ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
経
済
状
況
が
各
村
の
文
化
度
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
、
村
内
で
の
経
済
格

差
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
子
弟
の
識
字
率
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
貧
し
い
村
で
は

一
揆
が
絶
え
ず
、
裕
福
な
村
で
は
人
々
は
俳
諧
に
親
し
み
学
問
に
励
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
島
明
「
近
世
上
州

に
お
け
る
百
姓
一
揆
の
年
次
的
研
究
」『
群
馬
文
化
九
九
号
』（
一
九
六
八
）
に
よ
れ
ば
、
上
野
国
の
百
姓
一
揆
を

含
む
諸
騒
動
は
、
各
郡
に
漏
れ
な
く
記
録
が
あ
る
。
一
方
で
全
域
に
寺
子
屋
が
開
か
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る

（『
群
馬
県
庶
民
教
育
調
査
報
告
書
』
一
九
三
六
年
調
査
、
柳
井
久
雄
『
群
馬
の
寺
子
屋
』
み
や
ま
文
庫
、
一
九
九

〇
）。

　
本
書
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
高
崎
藩
（
お
よ
そ
現
在
の
群
馬
県
高
崎
市
域
）
に
勃
発
し
た
「
五
万
石
騒

動
」（
以
下
騒
動
と
略
す
）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
序
章
「
高
崎
藩
の
地
理
的
状
況
と
土
地
利
用
」
は
、
同
藩
の
農
民
が
長
い
間
高
率
年
貢
（
米
の
付
加
税
、
畑
方

米
納
）
な
ど
に
苦
し
ん
だ
と
い
う
が
、
こ
れ
ま
で
土
地
利
用
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
特
に
米

作
り
に
重
要
な
灌か
ん

漑が
い

用
水
に
つ
い
て
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。



介
し
て
い
る
（『
一
揆
・
監
獄
・
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
）。
し
か
し
同
書
で
安
丸
は
再
び
柳

田
を
引
用
し
て
、
一
揆
は
「
多
数
民
庶
の
横
列
対
等
の
交
通
」（
柳
田
国
男
『
都
市
と
農
村
』
朝
日
新
聞
社
、
一

九
二
九
）
の
証
拠
で
あ
り
、
限
定
地
域
の
出
来
事
で
あ
っ
て
も
「
近
世
社
会
の
構
造
を
日
常
態
よ
り
も
い
っ
そ
う

深
い
次
元
か
ら
照
ら
し
だ
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
し
て
い
る
（
安
丸
前
掲
書
）。

　
江
戸
時
代
の
百
姓
一
揆
に
関
し
て
は
、
明
治
維
新
後
に
福
沢
諭
吉
が
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
で
佐
倉
宗
五
郎
に
つ

い
て
論
じ
、
小
室
信
介
が
『
東
洋
民
権
百
家
傳
』
で
全
国
の
代
表
的
な
百
姓
一
揆
を
紹
介
し
、
そ
の
後
、
膨
大
で

優
れ
た
研
究
が
成
さ
れ
た
。
そ
の
一
端
さ
え
こ
こ
で
は
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
敢
え
て
あ
げ
る
な
ら
ば

そ
の
運
動
構
造
と
意
識
構
造
に
つ
い
て
理
論
化
し
た
深
谷
克
己
『
百
姓
一
揆
の
歴
史
的
構
造
』（
校
倉
書
房
、
一

九
七
九
）、
研
究
史
や
史
料
論
を
ま
と
め
た
青
木
美
智
男
『
百
姓
一
揆
の
時
代
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
）
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
。

　
ま
た
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
や
民
衆
自
治
に
焦
点
を
当
て
た
伊
藤
忠
士
『「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
近
世
社
会
』

（
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
）、
全
藩
一
揆
や
一
揆
の
作
法
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
保
坂
智
『
百
姓
一
揆
と

そ
の
作
法
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）、
さ
ら
に
保
坂
智
他
編
『
民
衆
運
動
史
（
全
五
巻
）』（
青
木
書
店
、
二

〇
〇
〇
）
は
、
多
様
な
一
揆
研
究
の
論
説
集
で
あ
り
興
味
深
い
。
近
年
で
は
若
尾
政
希
『
百
姓
一
揆
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
一
八
）
が
、
一
揆
物
語
を
題
材
に
江
戸
時
代
の
政
治
常
識
（
仁
政
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
を
考
察
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
村
落
の
文
化
に
つ
い
て
は
高
橋
敏
『
日
本
民
衆
教
育
史
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
七
八
）
は
農

民
の
経
済
活
動
に
よ
る
「
余
力
学
問
」
か
ら
文
化
の
享
受
が
生
ま
れ
た
と
し
た
。
さ
ら
に
杉
仁
『
近
世
の
地
域
と

在
村
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
）
は
、
文
人
（
農
商
人
）
に
よ
る
経
済
圏
・
市
場
と
「
在
村
文
化
」
の

交
流
に
は
密
接
な
関
り
が
あ
る
と
し
た
。

　
こ
の
農
村
を
め
ぐ
る
経
済
と
文
化
の
問
題
は
、
江
戸
時
代
の
百
姓
一
揆
を
考
え
る
と
き
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
た

ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
経
済
状
況
が
各
村
の
文
化
度
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
、
村
内
で
の
経
済
格

差
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
子
弟
の
識
字
率
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
貧
し
い
村
で
は

一
揆
が
絶
え
ず
、
裕
福
な
村
で
は
人
々
は
俳
諧
に
親
し
み
学
問
に
励
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
島
明
「
近
世
上
州

に
お
け
る
百
姓
一
揆
の
年
次
的
研
究
」『
群
馬
文
化
九
九
号
』（
一
九
六
八
）
に
よ
れ
ば
、
上
野
国
の
百
姓
一
揆
を

含
む
諸
騒
動
は
、
各
郡
に
漏
れ
な
く
記
録
が
あ
る
。
一
方
で
全
域
に
寺
子
屋
が
開
か
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る

（『
群
馬
県
庶
民
教
育
調
査
報
告
書
』
一
九
三
六
年
調
査
、
柳
井
久
雄
『
群
馬
の
寺
子
屋
』
み
や
ま
文
庫
、
一
九
九

〇
）。

　
本
書
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
高
崎
藩
（
お
よ
そ
現
在
の
群
馬
県
高
崎
市
域
）
に
勃
発
し
た
「
五
万
石
騒

動
」（
以
下
騒
動
と
略
す
）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
序
章
「
高
崎
藩
の
地
理
的
状
況
と
土
地
利
用
」
は
、
同
藩
の
農
民
が
長
い
間
高
率
年
貢
（
米
の
付
加
税
、
畑
方

米
納
）
な
ど
に
苦
し
ん
だ
と
い
う
が
、
こ
れ
ま
で
土
地
利
用
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
特
に
米

作
り
に
重
要
な
灌か
ん

漑が
い

用
水
に
つ
い
て
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。



　
第
一
章
「
高
崎
藩
の
支
配
と
構
造
」
は
、
同
藩
の
歴
史
的
変
遷
と
領
内
村
々
の
年
貢
制
度
に
つ
い
て
の
概
説
で

あ
る
。
中
で
も
騒
動
の
背
景
と
な
る
高
率
年
貢
の
原
因
に
つ
い
て
、
序
章
の
地
理
的
状
況
か
ら
検
討
し
た
。

　
第
二
章
「
騒
動
の
発
端
」
は
、
混
乱
期
と
し
て
幕
末
の
慶
応
年
間
に
高
崎
藩
周
辺
で
発
生
し
た
世
直
し
一
揆
を

概
観
し
、
胎
動
期
と
し
て
維
新
期
の
東と
う

山さ
ん

道ど
う

鎮ち
ん

撫ぶ

総そ
う

督と
く

府ふ

布ふ

告こ
く

、
目め

安や
す

箱ば
こ

設
置
、
明
治
二
年
の
天
候
不
順
を
取
り

上
げ
、
こ
れ
ら
が
騒
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
考
え
た
。

　
第
三
章
「
騒
動
の
勃
発
」
は
、
同
藩
各
村
の
連
帯
と
周
辺
諸
藩
へ
の
越
訴
、
農
民
た
ち
の
集
結
と
高
崎
城
下
へ

の
押
し
出
し
に
つ
い
て
、
騒
動
の
前
半
と
も
い
う
べ
き
部
分
の
経
過
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
農
民
た
ち
が
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
組
織
を
作
り
行
動
す
る
過
程
に
注
目
し
た
。

　
第
四
章
「
転
回
す
る
騒
動
」
は
、
大お
お

惣そ
う

代だ
い

逮
捕
か
ら
蛇へ
び

塚づ
か

集
会
、
下
田
家
会
談
な
ど
、
騒
動
の
後
半
部
分
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
農
民
た
ち
と
藩
の
主
張
に
妥
協
点
が
見
出
せ
ず
、
名
主
た
ち
に
よ
る
仲
介
な
ど
騒
動

は
新
展
開
を
見
せ
な
が
ら
、
地
租
改
正
に
向
け
て
収
束
し
て
い
く
過
程
は
興
味
深
い
。

　
第
五
章
「
騒
動
の
文
化
的
背
景
」
は
、
村
落
間
の
つ
な
が
り
や
人
的
交
流
に
つ
い
て
、
農
業
水
利
・
助
郷
制

度
・
寺
子
屋
教
育
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
育
ま
れ
た
庶
民
文
化

は
高
崎
藩
領
内
村
々
に
お
い
て
も
各
地
に
華
開
い
た
。
こ
の
結
果
生
ま
れ
た
文
化
的
結
合
と
、
騒
動
と
の
関
わ
り

を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
終
章
「
歴
史
の
記
憶
と
顕
彰
活
動
」
は
、
騒
動
の
関
係
者
が
著
し
た
文
献
史
料
（
五
十
嵐
伊
十
郎
『
義
民
の
冤

罪
』、
細
野
格
城
『
五
萬
石
騒
動
』
以
下
そ
れ
ぞ
れ
『
義
民
』『
五
萬
石
』
と
略
す
）
を
中
心
と
し
た
騒
動
の
記
録

と
、
現
在
ま
で
続
く
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　「
五
万
石
騒
動
」
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
内
容
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
に
も
、
既

に
興
味
が
あ
り
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
方
に
も
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
本
書
に
は
多
数
の
写
真
や

図
・
表
を
挿
入
し
た
。
な
お
騒
動
の
研
究
は
途
上
で
あ
り
、
多
く
の
未
知
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
紙
数
の
関

係
上
、
語
り
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
て
筆
者
の
力
量
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ご
海
容
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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